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水田畦畔において オオバコは土壌流亡の防止 緑環境の維持の役割を担っている不可欠な植物の一
種である そこでは 畦畔管理としての刈取り作業が実施される 種子でのみ繁殖するオオバコにとって




した これらの結果をもとに 水田畦畔に生育するオオバコ種子の発芽特性を 刈取りに対する適応性の観
点から検討した
その結果 水田畦畔から採取したオオバコ種子はいずれも 以上の高い発芽率を示した また 採種時




では速やかに発芽できることが判明した このことから オオバコは水田畦畔においては 刈取りによって
既存植生が一時的に疎となり 地際の光強度が強まる条件で 湿潤な土壌環境を利用して速やかな出芽が可
能である特性を有するものと推察される




し 緑 環境形成の役割を担っているオオバコに着目し のような水田畦畔に生育するオオバコの種子発芽特性はそ
伝統的な農地管理法への適応という観点から その生活史 の実生数の動態に強く影響を与えていると考えられる し
特性の解明を試みている この試みは水田畦畔を含めた たがって 新たな植生管理法の構築には 管理対象となる
農地の植生の新たな維持管理法を確立する上で重要な知見 場所に導入する種子や あるいはその場所において生産さ
を提供するものと期待される れた種子の発芽特性を明らかにすることが必要となる
水田周辺の農道や畦畔の除草については 除草剤の使用 農地雑草の種子休眠性に関しては 管理作業に対する適
頻度は低く 伝統的な除草方法である刈取りの頻度が高 応が見られる という報告もあり オオバコにおいて
い このような場所に優占するオオバコは刈取りや踏圧 も 水田畦畔由来の種子の発芽特性がそこでの主要な攪乱
などの人為的撹乱に適応することで そこの植生に維持さ 要因である刈取りと密接に関連している可能性がある し
れてきたものと考えられる かし 著者らの前述の研究結果 は発芽環境を一定とした
これまでに著者らはオオバコの種子発芽特性に関する既 シャ レ上の結果であるため より自然条件に近い屋外環
往の成績 を参考にして 神奈川県厚木市内の水田畦畔 境での追究が必要とされる
および踏み跡広場の か所からオオバコの種子を採取し ここでは 日本の か所の地点から採取したオオバコ
て 種子休眠性の季節的変動を検討した その結果 前者 種子の発芽を調査し 水田畦畔に生育するオオバコの種子
に生育する個体から採取した種子は発芽率が高く その季 の発芽特性を明らかにした また 水田畦畔および踏み跡
節的変動の幅も小さかったが 後者の種子は発芽率が季節 広場から種子を採取して 屋外の条件下において 季節的
的に変動し その理由の一つに休眠種子および死滅種子の 発芽特性を比較した これらの結果を基に 水田畦畔に生
割合の変動があることを明らかにした このことによっ 育するオオバコが示す種子発芽特性の意義について 刈取
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オオバコ生育地における土壌含水率の季節的推移




見られた なお 通年的に採種可能なように 両生育地に
意図的に一部を刈取らずにオオバコの個体を残して除草
年 年に神奈川県厚木市を中心に全国 か所 し その個体から種子を採取した
のオオバコの生育地から種子を採取した 表 採取した 年の種子の成熟期間 月中旬 月上旬 に 両
種子を常温で 日風乾後 以下になるよう庫内温度 調査地においてオオバコの種子の成熟状態を約 日間隔
を設定した冷蔵庫で保管した これらの種子を 年 で観察して 花茎から脱落可能な種子をつけた個体がある
月 日に一斉に発芽試験に供した 場合には 個体を区別せずに種子を花茎からしごき採っ
採取した種子のうち 明らかに小さい種子は除外し た 試験に供試するのに十分な量の種子が採取できた日は
残った種子のうちの茶褐色を帯びたものを発芽試験に用い 月 日 月 日 月 日 踏み跡広場では 月
た 径シャ レに 厚の脱脂綿と 枚のろ紙 日 および 月 日であった 採種後 常温で風乾し 採
製 を敷き 蒸留水 を含ませ 種後 週間以内に出芽試験を開始した
その上に種子を置床した 発芽試験には 式人工気象器 ワグネルポットに砂利 を敷き その上に
日本医化器械製 を用い 発芽条件は 恒 目のふるいを通した腐植質火山灰土壌下層土 赤土
温 明条件とし 明条件の設定には白色蛍光管 約 を底面から の高さまで充填し さらにその上に
を用いた 子葉および幼根が種皮から出現 目のふるいを通した同じ土壌を 敷き 播種床と
した種子を発芽種子と判定した 供試粒数を シャ レ当 した 本学圃場網室の棟北側の壁寄りに透明ビニルフィル
たり 粒とし 各区 シャ レずつ用いた ムで雨よけ屋根を取り付け 試験ポットをその下に置い
既往の報告 とともに著者らが実施した試験 の た 試験ポットはプラスチックバットに入れ 水深
結果に基づき オオバコの発芽特性を調べるための条件を に保って底部から吸水させた なお 土壌表面は絶えず湿
日間 明条件と設定した 日後までに発芽した種 潤状態であった 温度 日長は自然条件に従った ポッ
子を 日間発芽種子 日後までに発芽した種子を 日 ト当たり 粒 区 ポットとし 無覆土とした 出芽動
間発芽種子とした 置床 日後においても発芽しなかっ 態の調査は 年 月まで行い 子葉が展開したものを
た種子については 種子を短軸に沿って中央で切断し 出芽種子とした
塩化 トリフェノ ルテトラゾリウム 水 また 年 月から 月にかけて 上記オオバコ種
溶液に暗所で 時間浸漬し 胚が赤色に着色した種子を 子採取地に他の生育地を加えて計 か所を対象に土壌含
活性種子とした 活性種子は生存種子である可 水率を調査した 各土壌採取場所の土壌表面から深さ
能性が高いので この種子を未発芽活性種子とした ま までの間の土壌を秤量瓶に採土し 計量した後
た 未発芽で 不活性種子および試験期間中に腐敗し で 時間乾燥させ 乾燥前後の重量差から土壌含水率を
た種子を合わせて死滅種子とした 算出した
全置床粒数に対する 日間発芽種子数 日間発芽種 本調査を行った水田は永年水田として利用されており
子数 未発芽活性種子数および死滅種子数の割合をそれ 月中 下旬から 月上旬にかけて本田内に水が張られ
ぞれ 日間発芽率 日間発芽率 未発芽活性種子率お その畦畔は年 回程度の刈取りが行われている また
よび死滅種子率とした これらの数値については角変換 水田畦畔以外の生育地として取り上げた か所は一般に開
後 法により多重比較検定を行った 放され 年 回程度の刈取りが行われている 山中式土壌
硬度計における土壌硬度 月 月の間に月 回計測し
た平均値 は前者では
出芽動態を調べるためのオオバコの種子採取地として 後者では であり 水田
東京農業大学農場棚沢水田 神奈川県厚木市棚沢 約
の畦畔 以下 水田畦畔とする および本学厚木キャ
ンパス 神奈川県厚木市船子 の研修センタ に隣接する
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畦畔以外の生育地はより圧密な土壌である 土壌表面から んど見られず 翌春の 月に まで向上した 一方 水
深さ の間の土壌含水率は前者では 後者 田畦畔から採取した種子の出芽は踏み跡広場の種子と大き
では で 水田畦畔において 以上の高い値を く異なり いずれの成熟時期の種子も播種後速やかに出芽
示していた 図 を開始し 播種後 か月の出芽率は であった




によって から までの差異が見られた また 石川らはオオバコ種子を日本列島全土にわたって採取
日間発芽率が 日間発芽率より向上した採種地は か し その発芽率を調査している この報告では 採種時期
所であった その上昇率が大きかった採種地は大学遊歩道 は 月から 月で 採種後の日数および保存方法などは
高松市自転車置き場 などで その他は 明示されていないものの 明 の条件での置床後 日
わずかな上昇率に留まった 採種地によって未発芽活性種 目の発芽率は と採種地によって大きく異なって
子は から 死滅種子率は から まで いる この報告に比べ採種地が少ないものの 本実験にお
の差異が見られた 年 月に採取した貯蔵期間の最も いても採種地により まで大きく異なっていた
長い種子で死滅種子率が最も高かったが 貯蔵期間の長さ 石川らの報告では 発芽率の差異の要因については言及し
や採種月と死滅種子率との間には明瞭な傾向は見られな ていないが 本試験では 発芽率の地域変動の要因として
かった か所の採種地のうち か所の水田畦畔では い 未発芽活性種子と死滅種子の割合が関係していることが明
ずれも 明条件で置床後 日以内に 以上が発芽 らかとなった また 水田畦畔由来の種子はいずれも高い
し 未発芽活性種子率は 以下であった 発芽率を示し 成熟種子は速やかに発芽できる能力を保持
していることも明らかとなった 松嶋らが行った成熟時期
別の調査においては 水田畦畔由来の種子は採種月にかか
図 に 水田畦畔および踏み跡広場から採取した種子を わらず 休眠種子の割合が低い このように 水田畦畔に
屋外において成熟時期別に出芽試験した結果を示した ま 生育するオオバコが生産した種子集団が発芽好適条件では
ず 踏み跡広場から採取した種子のうち 月 日および 速やかに発芽できるということは オオバコの一般的な特
月 日に採取した種子は播種後速やかに出芽を開始し 性であろうと判断される
た そのうち 月 日採取種子は播種後 か月以内に
が出芽し さらに翌春には出芽率が まで増加し 松嶋らは本試験と同じ生育地から採取したオオバコ種子
た 一方 月 日採取種子は翌春まで の出芽であっ の発芽率の季節的変動パタ ンをシャ レ上における発芽
た また 月に採取した種子は播種後にやや速やかに出 試験において調査した その結果から 水田畦畔由来の
芽したが に留まり 翌春には出芽率が まで向上 オオバコ種子では成熟時期にかかわらず休眠種子の割合が
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播種日は 月 日 月 日 月 日 踏み跡広
場種子は 月 日 月 日 図中の矢印


























また 出芽率の低かった踏み跡広場種子は 月 日採
場から採取した種子は夏季における種子の休眠と死滅の程 種を除き 越冬後に出芽率が向上している 夏生一年生雑




採種した直後に屋外において出芽試験を開始した 自然条 可能性が示唆される なお 月 日採取種子では越冬後
件において成熟直後のオオバコ種子の出芽動態は採種場所 に出芽率が向上していないが この種子のシャ レ実験に
により異なり 水田畦畔から採取した種子では 季節を問 おける死滅種子率は 他は と高くなってい
わず速やかな出芽を示すものの 踏み跡広場から採取した た したがって 未発芽活性種子であっても発芽活性が弱
種子では 初夏に成熟した種子は速やかな出芽を 秋に成 くなっていたものと推察され 播種後にかなり種子が死滅
熟した種子は遅延した出芽を 初冬に成熟した種子は結実 したのではないかと考えられる このような種子休眠性に
直後に出芽をせず 越冬後の出芽を示した このことは 関する詳細については 今後検討したい
種子の成熟期間がほぼ同じ場合 水田畦畔に生育するオオ 以上のような 発芽特性とオオバコ生育地の環境や攪乱
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: In paddy ﬁeld levees, the Asiatic plantain is a necessary plant that supports prevention of
soil run-o and maintenance of a green environment. At such places, grass mowing is done as
farmland management. For the Asiatic plantain, which reproduces solely from seed, mowing could
negatively a ect generative growth and seed propagation. Despite this potential damage, thickly
regrown seedlings can be observed soon after mowing operations. This rapid emergence response of
the plant indicates that many seeds of this species exist in and on the soil. It is assumed that the seed
dormancy is weak in the paddy ﬁeld levee. Thus, the seed dormancy of the Asiatic plantain was
investigated using seeds in many growing locations including paddy ﬁeld levees. Furthermore,
seasonal germination characteristics of the Asiatic plantain seed in a paddy ﬁeld levee were compared
with those in other areas (an open land), thereby clarifying the germination characteristics of this
plant’s seeds. Based on the results obtained, the adaptability for mowing of the Asiatic plantain seed
in the paddy ﬁeld levee was examined.
Consequently, the seed collected from the paddy ﬁeld levee showed a high germination percent-
age of greater than without exception, and the ratio of dormant seeds was small. Regarding the
seeds of plants grown in open land, the emergence varied among seasons : seed collected in mid-July
showed a low emergence rate and that in autumn a delayed emergence. The seed collected in the open
land during late fall to early winter was unable to emerge soon after sowing, but emerged in the
following spring.
These results show that, regardless of the seed production season, the mature seeds of the Asiatic
plantain growing in paddy ﬁeld levee can germinate immediately after sowing under environmental
conditions suitable for germination. Therefore, it is considered that the seed grown in a certain place
begins to germinate in response to full sunlight exposure on the moist soil after mowing, and thereby
the Asiatic plantain can succeed its life cycle in the paddy ﬁeld levee.
: Asiatic plantain, cutting disturbance, seed reproduction, emergence,
habitat, germination
By
Fujio T *, Ken-ichi M *, Tokihide N *,
Shigeru H * and Masataka F *
The Asiatic Plantain ( L.) Growing
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